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Abstract Spermatogonial mitosis and meiotic metaphases were observed the males of P. phoebus and P. eversmanni 
wosnesenskii from Russia and P. delphius namanganus from Kyrgyzstan. The chromosome numbers of these taxa are 
2n-58, 59, 60, n=30, n=29 in P. phoebus, 2n-58 in P. delphius namanganus, and P. eversmanni wosnesenskii. 
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序 


ウス バシ ロナ チョ ウ (ウス アゲ ハ ) (Parnassius) 属 の 中 で これ 
まで に 上 楽 色 体 報 告 が ある の は 6 種 で ある . 減 数 分 裂 中 期 の 染 
色 体 で n=29 と 記載 され た , ウ スバ キナ チョ ウ (P. eversmanni), 
ウス バン ロナ チョ ルウ (P glacialis), ヒメ ウス バシ ロナ チョ ウ ( の P 
stubbendorfii hoenei), クロ ホシ ウスバ (P. mnemosyne) の 4 種 
と (Saitoh et al. 1969, 1970; Federley, 1938) n=30 と 記載 され た 
アポ ロウ スバ (P og/o) お よび ロッ キー アポ ロウ スバ シロ 
F a "(P smintheus) OAE "C Æ る (Federley,1938; Lorkovic, 
1941; Maeki and Remington, 1959). ウス バキ チョ ウ に つい て 
は , 減数 第 一 分 像 の 紫色 体 数 が n=62 と の 報告 も あり (Maeki, 
1957). その 後 引 用 も され て いる (Maeki and Remington, 
1959). 体 細胞 分 的 に お ける 染色 体 数 の 記載 が ある の は ロッ 
キー アポ ロウ スバ シロ チョ ウ の 卵 原 細胞 2n=60 (Maeki and 
Remington, 1959, ウス バシ ロナ ョ ウ と ヒメ ウス バシ ロナ チョ 
7 OC TUCTUW T 38 v C2n258 (Izumi and Seto, 1995) で あ 
5. な お , Izumi and Seto (1995) は 雄 減 数 分 裂 と 豚 子 に お け 
る 体 細胞 分 像 の 比較 より , 両 種 が WZ / ZZ 性 染色 体 シ ステ 
ム を 持ち , W 染 色 体 は Z よ り 短 いと 推定 し て いる . 斉藤 
(1988) に よれ ば, Ackery (1975) が 提唱 し た Parnassius 属 の 
apollo 7 Jv — 7 E mnemosyne 7 v — 7 ^0) 4X8 (3 Xf £& [Rf 
が それ ぞ れ n=30 と n=29 に 対応 する が , その 確定 に は さら な 
る 調査 に より その 特徴 が 明らか に な る こと を 期待 し て いる . 


Parnassius 属 は 成虫 の 精巣 に お ける 減数 第 一 分 裂 に よる 染 
色 体 観察 は , 非常 に 困難 で , 何 度 と な く 失 敗 を 重ね て きた . 
と ころ が , 試み に クロ ー ジ ア 法 で 観察 し た と ころ , 精 原 細胞 
に よる 体 細胞 分 像 像 な ら び に 減数 分 裂 像 が 観察 され た . 本 
報告 で は . こ れ ま で 柴 色 体 に 関す る 報告 の な か っ た ミヤ マ 
ウス バ (P phoebus) な ら び に デル フィ ウス ウス バ (⑦ 
delphius) の 2 種 に つい て の 結果 を 記録 する . また , ロ シア 産 の 
ウス バキ チョ ウ の 1 亜 種 で ある P eversmanni wosnesenskii は , 


これ まで 報告 され て いる 日 本 亜 種 (P eversmanii daisetsuzana) 
と は 別 亜 種 で ある る. さら に は , Noc 3 dot 
数 が n=62 と の 報告 (前 木 , 1937) も あり ,n=29 と する Saitoh 
et al. (1969 ) の 報告 と 全く 異な っ て いる . この 相違 に つい て 
D, これ まで 未 調査 で あっ た 体 細胞 分 烈 に お ける 柴 色 体 数 
カウ ント を 行い , 決着 も 目指 し た . 


材料 お よび 方 法 

材料 は , 2001 年 6 月 21 日 に ロシア の Magadan に て 採集 し た ウ 
スバ キチ ョ ウ 雄 3 個体 , 2004 年 7 月 日 に キリ ギ ス タン の 
lssyk-Kul 潮 周辺 に て 採集 し た デル フイ ウス ウス バ 雄 1 個体 
な ら び に 2005 年 6 月 27 日 に ロシア の Verhojansk に て 採集 し た 
ミヤ マウ スバ 2 個体 を 用 いた . 染色 体 の 標本 作製 は 成虫 の 精 
巣 を 用 い , クロ ー ジ ア 法 ( ギ ム ザ 染色 ) (阿部 ・ 工 藤 , 2005) 
に より 行っ た . 精 原 細胞 の 分 像 像 を G, 減数 第 一 分 像 を I, 
お よび 第 二分 像 を と し 表 色 体 観察 数 を それ ぞ れ 下 付 の 数 
で 示し た . 


結果 と 考察 
1, ミ ヤマ ウス バ Parnassius phoebus (Fabricius) 


本 種 の 細胞 分 裂 に は 1 2n=38 G2 ( 図 1A) 2n=59 G1 2n=60 
G4 ( 図 1C) I 2n=39 S1 G1 ( 図 1B) 2n=60 G2 n=30 12 ( 図 
1D), n=29 I1 (HIE) と カウ ント で きる 中 期 像 が 認め られ 
た . 2n=60 の 核 に つき , 楽 色 体 を 切り 抜い て 大 き さ が ほぼ ば 同 
じ と 思わ れる 2 個 (相同 染色 体 と 思わ れる ) ずつ 大 き さ の 
順に 並べ た 仮 の 核 型 2n=60 ( 図 IF)D を 示し た . クロ ー ジ ア 法 
で は , 例 数 が 少な い 場 合 確実 な 染色 体 数 特定 が 必ず し も で 
き な い も の の , ミヤ マウ スバ に お ける 2n=58 や 59 に つい て 
は , 本 種 は 異 数 性 が ある 可能 性 を 示す も の と し て 扱い , 原因 
に つい て も 人 為 的 な 柴 色 体 の 脱落 や 柴 色 体 の 分 断 に より 小 
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図 1. Parnassius phoebus 1A : 2n=58G. 1B : 2n=S9 short-bar S. G, 1C : 2n=60G ID n=30 I .IE ; 
n=29 II IF; Karyotype of 2n=60 Short bar : same chromosome. 
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bum 


[X] 2-3. 2: P. delphius namanganus 2n-58 G. 2n258G. 3: P. eversmanni wosnesenskii 3A3B & 4 b 


レー ス .n=S8 G, G, 3C. Karyotype of 2n258 G 短 い 線 , 長 い 線 : それ ぞ れ ぞ れ に 対応 し . 染 色 体 
の 重なり を 示し た . 
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型 染色 体 が 生じ た り , 精 原 細胞 の 増員 分 裂 の 時 の 染色 体 の 
不 等 配 分 が 起こ っ た りす る こと な ど に より 生じ た 可能 性 も 
考え られ る . その 場合 に は , 2n=60 よ り も 柴 色 体 数 の 多い 細 
胞 も 生産 され て いる こと に な る が . 本 調査 で は 2n=60 よ 04 
い 泉 色 体 は 観察 され て いな い . n=30 I2, n=29 II 1 は 著者 が 
この 属 の 成虫 の 精巣 で 観察 出来 た 減数 分 像 に よる 極め て 稀 
な 染色 体 像 で ある . n=29 II は 染色 体 の 重なり も な い が . 委 
色 体 が 1 個 欠 落し て いる 可能 性 が 大 きく さら な る 検証 は 必 
要 で あり , ミヤ マウ スバ で 観察 され た 2n=58, 59 も 同様 の 検 
証 が 必要 で ある . 

2, デ ルフ ブイ ウス ウス バア delphius namanganus Staudinger 
本 種 の 体 細胞 分 裂 で は 2n=S8 G2 (R2), (S2 or S4: S2 少し 大 
きい S: 短い 線 ) が カウ ント され た も の の , 下方 の Ss に 焦点 を 
あて 撮影 し た の で , 全体 が 明確 き を 欠く . 

また , 観察 数 が 2 と 極め て 少な いた め 写 真 上 方 に ゴミ の ある 
染色 体 像 を 代表 と せ ざ る を 得 な か っ た . 観察 数 と し な か っ 
た 柴 色 体 の 重なり の ある 4 個 も 参考 に し て , 本 種 の 染色 体 数 
は , 2n=58 と 考え を られる. し か し な が ら , 染色 体 数 の 確定 に 


表 1. ウス バシ ロ チ ョ ウ (Parnassius) 属 8 種 の 染色 体 数 


は さら な る 検討 が 必要 で ある . 
3, ウス バキ ナ ョ ツウ P eversmanni wosnesenskii Ménétries 


本 種 は 3 個体 で 観察 出来 た が , 必ず L6 eG SR, 良好 で 
は な か っ た ( 図 .3A). し か し な が ら , 2n=58 G11 と 観察 され た 
細胞 数 は 少な く な い . また , それ ぞ れ の 写真 の 小粒 黒点 BE 
ERTL 5T 255600,BZtfkOnBb 
定 で き な い . 本 種 に は , 別 亜 種 (P eversmanni Miu 
よる 先行 研究 が あり , 第 一 な ら び に 第 二 減 数 分 像 中 期 の 抹 
色 体 数 は n=29 と 記載 され て いる (Saitoh et al., 1969). 本 研究 
で 観察 くさ れる 2n=58 は Saitoh et al. (1969) の 報告 を 支持 する 
と いえ る . 


4, Ackery (1975) に よる グル ー ピ ング と の 対応 関係 


本 調査 結果 推測 され る 抹 色 体 数 と これ まで の 報告 と 加え 
る と 表 1 の よう に な る . 
今 調査 の 結果 は , Ackery (1975) に よる ウス バシ ロ チ ョ ツウ 属 
の グル ー ピ ング apollo 7 JV — 7230€ mnemosyne 7 )v — 7 
n=29 を 支持 する 結果 と な っ た . 


AT 
文献 





体 細 胞 分 替 (2n)* 減数 分 像 (n)* 





種 名 和 名 
P. apollo アポ ロウ スバ 
P. smintheus ロッ キー アポ ロウ スバ シロ チョ ウ 
P. phoebus ミヤ マウ スバ 


ウス バキ チョ ッ ウ 日 本 亜 種 
P. eversmanni wosnesenskii ウス パ バキ チョ ウ ロシア 亜 竹 
クロ ホン ウス バ 
ウス バシ ロナ チョ ウ 


P. eversmanni daisetsuzana 


P. mnemosyne 
P. glacialis 
P. stubbendorfii hoenei ヒメ ウス バシ ロナ チョ ワウ 


デル フィ ウス バ 
* 数 字 は 推測 され る 上 抹 色 体 数 , 標本 の 性 


P. delphius namanganus 


30, fI, I Federley 1938; Lorković 1941 
60, 〒 30, {I Maeki and Remington 1959 
60, 3 30, JI 本 研究 

29, {L,II Saitoh et al. 1969 
58, 3 本 研究 

29, 9] Federley 1938 

29, JLU Saitoh et al. 1969, 1970; 
58,9 3 Izumi and Seto 1995 

29, LIH Saitoh et al. 1969, 1970; 
58, 9 f Izumi and Seto 1995 
58, 4 本 研究 


** 数 字 は 菜 色 体 数 . 標 本 の 性 お よび 第 一 も し く は 第 二 0D 7 
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Summary 


Spermatogonial mitosis and meiotic metaphases were observed in 
the males of Parnassius phoebus and P. eversmanni wosnesenskii 
from Russia and P. delphius namanganus from Kyrgyzstan. The 
chromosome numbers of P. phoebus are 2n-58, 59, 60, n=30, n=29 
and that of P. delphius namanganus and P. eversmanni wosnesenskii 
is 2n-58. 


Parnassius is divided into an n230-group (the apollo-group) : apollo, 
sminteus, and phoebus and an n-29-group (the mnemosyne-group) : 
mnemosyne, glacialis, stubbendorfii and delphius. 


Cytological data in this survey supported the classification of 
Parnassius by Ackery (1975). 
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